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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの光源、
　前記少なくとも１つの光源により放たれた光を受ける光透過性プレート、
　前記光透過性プレートの表面の少なくとも１つの所定位置に設けられる表面改質構造で
あって、該表面改質構造は、前記光透過性プレートを通る光の一部の進路を変え、該進路
が変えられた光は、前記光透過性プレートの端面に向けて案内される、表面改質構造、及
び
　前記光透過性プレートの前記端面に結合される、前記表面改質構造において進路が変え
られた前記光を検出するための少なくとも１つの光センサであって、前記少なくとも１つ
の光源の光束を制御するための制御手段に結合される少なくとも１つの光センサ、
を有する照明システムであって、
　前記光透過性プレートは、受けた前記光が、前記表面改質構造の前記所定位置以外の前
記光透過性プレートの全ての場所において前記光透過性プレートを横切るように配されて
いて、
　第１光センサは、前記光透過性プレートの第１端面に結合され、第２光センサは、前記
光透過性プレートの第２端面に結合され、第１及び第２表面改質構造は、前記光透過性プ
レートの前記表面の所定位置に配設され、前記第１光センサは、実質的に排他的に前記第
１表面改質構造からの進路が変えられた光を受け、前記第２光センサは、実質的に排他的
に前記第２表面改質構造からの進路が変えられた光を受ける、照明システム。
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【請求項２】
　前記少なくとも１つの光センサは視野を持ち、当該少なくとも１つの光センサの視野に
入る進路が変えられた光を受けることを特徴とする請求項１に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの光源は、別個の原色の複数の発光ダイオード、又は単一の原色の
複数の発光ダイオードを有することを特徴とする請求項１に記載の照明システム。
【請求項４】
　当該照明システムはさらに、光放出窓を持つ光混合チャンバを有し、前記光透過性プレ
ートが、前記光混合チャンバ内で前記少なくとも１つの光源と前記光放出窓との間に配設
されることを特徴とする請求項１に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記光透過性プレートは、前記光放出窓の一部を成すことを特徴とする請求項４に記載
の照明システム。
【請求項６】
　前記表面改質構造において進路が変えられる前記光の前記一部は、前記光透過性プレー
トを通る光の総量の５％より少ないことを特徴とする請求項１に記載の照明システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の照明システムに用いる光透過性プレート。
【請求項８】
　請求項４に記載の照明システムを有する表示装置。
【請求項９】
　当該表示装置は液晶表示装置であることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記光透過性プレートは、受け取られた前記光が、前記表面改質構造の前記所定位置以
外の前記光透過性プレートの全ての場所において、進路を変られることなく、前記光透過
性プレートを横切るように配されている、請求項１に記載の照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの光源、光センシングプレート(light-sensing plate)及び
少なくとも１つの光センサを有する照明システムに関する。本発明はまた、斯かる照明シ
ステムに用いる光センシングプレートに関する。本発明はさらに、斯かる照明システムを
有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　斯かる照明システム自体は知られている。これら照明システムは、とりわけ、スポット
ライト及び投光照明等の全般照明目的のために、並びに例えば看板(signage)、輪郭照明(
contour lighting)及び広告掲示板(billboard)等に適用される大面積直視型発光パネルの
ために用いられる。照明システムはさらに、作業照明(task light)として用いられる。
【０００３】
　斯かる照明システムはまた、とりわけ、例えばテレビジョン受信機及びモニタのための
（画像）表示装置のバックライティングとして用いられる。これら照明システムは、（携
帯型）コンピュータ、（コードレス）電話又は遠隔制御ユニットにおいて用いられる、Ｌ
ＣＤパネルとも称される液晶表示装置等の非放射性ディスプレイ(non-emissive display)
のためのバックライトとしてとりわけ適切に用いられ得る。本発明による照明システムの
他のアプリケーション領域は、像を投影するため、又はテレビジョン番組、映画、ビデオ
プログラム若しくはＤＶＤ等を表示するためのデジタルプロジェクタ、すなわち、ビーマ
の照明光源としての使用である。
【０００４】
　一般に、斯かる照明システムは、多数の光源、例えば、発光ダイオード（LED）を有す
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る。ＬＥＤは、例えばよく知られた赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）又は青色（Ｂ）発光体等の別
個の原色の光源とすることができる。さらに、発光体は、例えば、原色としてアンバー（
Ａ）、マジェンタ又はシアンを有することができる。これらの原色は、発光ダイオードチ
ップによって直接生成されても良く、又は発光ダイオードチップからの短波長光（例えば
、緑色、青色又はＵＶ光）による放射を受けた蛍光体によって生成されても良い。後者の
場合、原色の１つとして混合色又は白色光を用いることも可能である。一般に、個別の光
源によって放たれる光は、光の一様な分布を得る一方、照明システムによって放たれる光
の特定の光源との相関を取り除くように混合される。
【０００５】
　米国特許出願公開第US-A 2004/0123044号は、異なる色の光を放つためのＬＥＤチップ
を持つ光源、及び光ミキサからの光を検出するための光学式光センサを含む光源ユニット
を開示している。光源制御セクションは、光学式光センサによって検出された値に応じて
各ＬＥＤチップの輝度をフィードバック制御により制御する。光源ユニットはまた、光源
の温度を制御するための温度制御セクションを含む。温度制御セクションは、フィードバ
ック制御システムである。光源を一定の温度に保つことにより、温度によるＬＥＤチップ
のスペクトル変化を抑制することができ、これにより、光源ユニットの輝度及び色度の変
化を抑制することができる。
【０００６】
　既知の照明システムは、当該照明システムの光源の制御が比較的非効率であるという不
利な点を持つ。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上述した不利な点を完全に又は部分的に取り除くことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、上記目的は、
  少なくとも１つの光源、
  前記少なくとも１つの光源により放たれた光が通る光センシングプレート、
  前記光センシングプレートの表面の少なくとも１つの所定位置に設けられる表面改質構
造(surface-modification structure)であって、該表面改質構造は、前記光センシングプ
レートを通る光の一部の進路を変え(divert)、該進路が変えられた光(diverted light)は
、前記光センシングプレートの端面に向けて案内される、表面改質構造、及び
  前記光センシングプレートの前記端面に結合される、前記表面改質構造において進路が
変えられた前記光を検出するための少なくとも１つの光センサであって、前記少なくとも
1つの光源の光束を制御するための制御手段に結合される少なくとも１つの光センサ、
を有する照明システムにより達成される。
【０００９】
　本発明による光透過性光センシングプレートは、該光透過性光センシングプレートの所
定位置（のみ）における光が、該光センシングプレートを通る光の分布を実質的に乱すこ
となく所定位置でのみ集められるという利点を持つ。既知の照明システムにおいて、光セ
ンサは、光出口窓(light-exit window)の端部に取り付けられ、この光センサは、該光出
口窓を通る光のどの部分が該光センサによって受けられる光に貢献するか決定できる又は
影響を与えられることなく該光出口窓を通る光を受ける。既知の照明システムにおいて光
出口窓のある位置において該光出口窓を通る光を精査(probe)できるようにするためには
、光センサが当該位置に設けられなければならないであろう。しかしながら、光センサの
この配置は、当該位置において光出口窓を通る光の伝送を阻止し、望ましくないであろう
。本発明による照明システムの光センシングプレートは、ある所定位置において光センシ
ングプレートを通る光しか検出しない、即ち、精査しない。光センシングプレートの他の
全ての位置において、少なくとも１つの光源により放たれた光は、妨害無く光センシング
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プレートを通る。無論、光透過性光センシングプレートを通る光は、光入射面及び光出射
面において光の屈折を起こす（この屈折は、空気と光透過性光センシングプレートの材料
との間の屈折率の変化によりもたらされる）が、光センシングプレートを横切る光線は、
概ねその方向を変えない。光出口窓の端部において光強度を測定することは、この値が、
"エッジ効果"により、当該アプリケーションに関連する量(quantity)である、光出口窓の
中央部分における光分布及び光強度を必ずしも表さないという不利な点を持つ。
【００１０】
　光は、表面改質構造において屈折、回折及び／又は散乱により進路が変えられる。光セ
ンシングプレートを通る光の方向が、表面改質構造により変えられる。この光が光センシ
ングプレートに対して垂直な方向となす角度が、ガラス又はＰＭＭＡについてほぼ４２°
である臨界角より大きくなるように変えられる場合、該光は、光センシングプレートを脱
出できずに、一般に該光センシングプレートの端面に到達するまで反射されるであろう。
斯かる多重反射による光の伝搬は、一般に、全内部反射（ＴＩＲ）と呼ばれる。
【００１１】
　本発明による照明システムは、単純で、比較的製造が易しく、比較的使用し易く、比較
的安価である。さらに、本発明による照明システムは、少なくとも１つの光源により放た
れる光の比較的効率の良い制御を可能にする。
【００１２】
　表面改質構造の例は、ドット、ぎざぎざ(indenting)若しくは例えばピラミッド形の突
起部、又はスリット、ホログラフ、回折、その他適宜の構造である。
【００１３】
　表面改質構造の位置における光の分布を光センシングプレートの残りの部分と比較して
最小限にするために、該表面改質構造において進路が変えられる光は比較的少ないことが
好ましい。このため、本発明による照明システムの好ましい実施例は、前記表面改質構造
において進路が変えられる前記光の前記一部は、前記光センシングプレートを通る光の総
量の５％より少ないことを特徴とする。光センシングプレートを通る光のうち表面改質構
造において進路が変えられる部分は、光学センサに十分な光入力をもたらすのに適当であ
るべきである。光センシングプレート内に進路が変えられる光の量は、進路変更素子(div
erting element)の性質及び空間的広がり(spatial extent)によって制御され得る。実際
には、光センシングプレートに当たる光の僅かな割合でこの目的のために十分である。
【００１４】
　本発明による照明システムの好ましい実施例は、第１光センサが、前記光センシングプ
レートの第１端面に結合され、第２光センサが、前記光センシングプレートの第２端面に
結合され、第１及び第２表面改質構造が、前記光センシングプレートの前記表面の所定位
置に配設され、前記第１光センサが、実質的に排他的に前記第１表面改質構造からの進路
が変えられた光を受け、前記第２光センサが、実質的に排他的に前記第２表面改質構造か
らの進路が変えられた光を受けることを特徴とする。これは、本発明による照明システム
の有利な実施例である。このようにして、第１光センサは、第１の所定位置における光分
布を精査し、一方、第２光センサは、第２の所定位置における光分布を精査し、該第１の
所定位置は、第１表面改質構造の配置(arrangement)により規定され、該第２の所定位置
は、第２表面改質構造の配置により規定される。
【００１５】
　本発明によるこの好ましい実施例による照明システムは、光センシングプレートを通る
光の光分布の局所的検出を可能にする。このようにして、少なくとも１つの光源により放
たれる光は、効果的に制御され得る。
【００１６】
　本発明による照明システムの他の好ましい実施例は、前記少なくとも１つの光センサが
視野を持ち、当該少なくとも１つの光センサの視野に入る進路が変えられた光を受けるこ
とを特徴とする。この実施例においては、光センサは、実質的に、該光センサの視線上に
ある表面改質構造からの光しか受けない。
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【００１７】
　前記少なくとも１つの光源は、別個の原色の複数の発光ダイオード、又は単一の原色の
複数の発光ダイオードを有することが好ましい。一般に、各発光ダイオードは調整(tunin
g)が必要であり、表面改質構造は、これら複数の光源の光束を制御する制御手段に最適な
入力のため所定位置における光分布の情報を集める。この照明システムは、別個の原色を
持つ複数の光源が、該照明システムにより放たれる光の適切な混合を達成するよう微調整
されなければならない場合にとりわけ効果的である。
【００１８】
　本発明による照明システムの有利な実施例は、当該照明システムがさらに、光放出窓(l
ight-emission window)を持つ光混合チャンバを有し、前記光センシングプレートが、前
記光混合チャンバ内で前記少なくとも１つの光源と前記光放出窓との間に配設されること
を特徴とする。この実施例においては、少なくとも１つの光源により放たれた光は、光混
合チャンバ内に閉じ込められ、該光混合チャンバ内で混合され、光放出窓を介して照明シ
ステムにより放たれる。光センシングプレートは、光混合チャンバ内に、少なくとも１つ
の光源により放たれた全ての光が該光センシングプレートを通るように構成され、配設さ
れてもよい。
【００１９】
　前記光センシングプレートは、前記光放出窓の一部を成すことが好ましい。これは、照
明システムの設計を単純にする。この実施例において、照明システムの光放出窓は、好ま
しくは複数の所定位置において表面改質構造を備える。これら表面改質構造は、光混合チ
ャンバの光放出窓を通る光の一部の進路を変え、該進路を変えられた光は、光混合チャン
バの端面に向けて案内される。光センシングプレートは、例えば、（多くの場合半透明の
散乱プレートである）光出口窓から短い空隙を隔てて、該光出口窓の真向かいに配設され
ても良い。
【００２０】
　本発明はまた、斯かる照明システムに用いる光センシングプレートに関する。
【００２１】
　本発明はまた、斯かる照明システムを有する表示装置に関する。表示装置は液晶表示装
置であることが好ましい。
【００２２】
　本発明のこれらの及びその他の態様は、以下に述べる実施例を参照して明らかになり、
また詳述されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図面は単に概略的なものであり、縮尺通りには描かれていない。特に、明白さを目的と
してある寸法は大きく誇張されて示されている。図面における同様の構成部品は、可能な
限り同じ参照数字で示されている。
【００２４】
　図１は、本発明による照明システムの一実施例の光センシングプレートの概略的な側面
図である。照明システムは、少なくとも１つの光源（図１に図示せず）を有する。垂直の
矢印は、光透過性光センシングプレート５を通る前記少なくとも１つの光源により放たれ
た光線を示す。光センシングプレート５は、光透過性材料、例えば、ガラス又はＰＭＭＡ
等のプラスチックからなる。図１の例において、第１光センサ１１は、光センシングプレ
ート５の第１端面１５に結合され、さらに、第２光センサ１２は、光センシングプレート
５の第２端面１６に結合される。光センサ１１の光センシングプレート５への結合は、直
接的になされても良く、又は間接的になされても良い。後者の場合の例は、端面に結合さ
れる光ファイバであり、この光ファイバは、発光面(light surface)で放たれた光を光学
センサに案内する。第１の光センサ１１及び第２の光センサ１２は、光源の光束を所望の
輝度及び／又はカラーポイント(color point)に適切に適応させるための（電子）制御手
段（図１に図示せず）に結合される。光センサ及び制御手段は、照明システムにより放た
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れる光の質及び量の両方に影響を与えるためのフィードバック構造を提供する。センシン
グ(sensing)は、多くのやり方で実行され得る。個々の色は、光源を適切にパルス駆動す
ることにより及び／又は適切な色フィルタを用いることにより順次測定され得る。
【００２５】
　光センシングプレート５は、表面改質構造２１及び２２を備える。本発明によれば、こ
れら表面改質構造は、光センシングプレート５の表面の少なくとも１つの所定位置に設け
られる。図１の例において、第１表面改質構造２１及び第２表面改質構造２２は、それぞ
れ、光センシングプレート５の表面の所定位置に配設されている。図１の例において、こ
れら表面改質構造２１及び２２は、光センシングプレート５の、光源に面する側に設けら
れている。代替的な実施例においては、表面改質構造は、光センシングプレートの、光源
から遠い側に設けられる。さらに代替的な実施例においては、表面改質構造は、光センシ
ングプレート内部に設けられる。表面改質構造は、当該技術分野においてよく知られてい
る。表面改質構造の例は、ドット、ぎざぎざ若しくは例えばピラミッド形の突起部、又は
スリット、ホログラフ、回折、その他適宜の構造である。表面改質構造は、パターン化さ
れる、非散乱性である及び／又は優勢的には鏡面反射をする若しくは非ランバーティアン
反射(non-Lambertian reflection)を示すことが好ましい。
【００２６】
　光センシングプレート５を通る光の一部は、光センシングプレート５上又は内に設けら
れた表面改質構造２１及び２２において進路が変えられる。光は、表面改質構造２１及び
２２において、屈折、回折及び／又は散乱により進路が変えられる。進路が変えられた光
は、例えば、全内部反射により、光センシングプレート５の第１端面１５又は第２端面１
６に向けて案内される。図１の例において、第１表面改質構造２１において進路が変えら
れた光は、第１端面１５に向けて優先的に案内され、第２表面改質構造２２において進路
が変えられた光は、第２端面１６に向けて優先的に案内される。第１光センサ１１は光セ
ンシングプレート５の第１端面１５に結合されるので、第１光センサ１１は、実質的に排
他的に第１表面改質構造２１からの進路が変えられた光を受ける。第２光センサ１２は光
センシングプレート５の第２端面１６に結合されるので、第２光センサ１２は、実質的に
排他的に第２表面改質構造２２からの進路が変えられた光を受ける。
【００２７】
　光センシングプレート５を通る光のうちの微量の光しか表面改質構造２１及び２２にお
いて進路が変えられないことが好ましい。表面改質構造２１及び２２において進路が変え
られる光は、光センシングプレート５を通る光の総量の５％より少ないことが好ましい。
進路が変えられる光の量は、光案内プレートの縁における光センサに十分な光入力を供給
するのに過不足ないものであって、光案内プレートを横切る光の総量の数パーセント程度
である。特に、比較的高い光出力を持つ照明システムについては、進路が変えられる光の
量は（完全に）無視できる。
【００２８】
　図２は、本発明による照明システムの一実施例を含む照明器具の概略的な側面図である
。図２の例において、少なくとも１つの光源は、別個の原色の複数の発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）Ｒ、Ｇ及びＢを有する。代替的には、これら複数のＬＥＤは、複数の白色ＬＥＤで
あっても良い。複数のＬＥＤによって放たれた光は、反射器２８により光センシングプレ
ート５に向けて案内される。図２に示される実施例において、発光ダイオードＲ、Ｇ及び
Ｂにより放たれる全ての光は光センシングプレート５を通るが、光センシングプレート５
を通る光のごく一部のみ、表面改質構造２１及び２２において進路が変えられる。図２の
例において、第１表面改質構造２１において進路が変えられた光は、第１光センサ１１に
結合される第１端面１５に向けて優先的に案内され、第２表面改質構造２２において進路
が変えられた光は、第２光センサ１２に結合される第２端面１６に向けて優先的に案内さ
れる。
【００２９】
　図３は、本発明による照明システムの他の実施例の概略的な断面図である。図３の例に



(7) JP 5490410 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

おいて、光センシングプレート５は、上方から見られている。光センサ１１及び１２は各
々視野を持ち、当該少なくとも１つの光センサ１１及び１２の視野に入る進路が変えられ
た光を受ける。原則的に、表面改質構造２１及び２２は、全ての方向、すなわち、図３の
図面の平面において光センシングプレート５を通る光の進路を変える。この進路が変えら
れた光の一部のみが光センサにより捕捉される。第１光センサ１１は、実質的に、第１光
センサ１１の視線上にある第１表面改質構造２１からの光しか受けない。第２光センサ１
２は、実質的に、第２光センサ１２の視線上にある第２表面改質構造２２からの光しか受
けない。
【００３０】
　図４Ａは、本発明による照明システムを備える表示装置の概略的な側面図である。図４
Ａの例において、表示装置は、液晶表示装置３５である。さらに、図４Ａにおける少なく
とも１つの光源は、別個の原色の複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）Ｒ、Ｇ及びＢを有する
。照明システムのこの実施例はさらに、光放出窓３２を含む光混合チャンバ３１を有する
。光センシングプレート５は、光混合チャンバ３１内で少なくとも１つの光源と光放出窓
との間に配設される。代替的な実施例において、光センシングプレートは、光放出窓の一
部を成し、多くの場合ディフューザプレートである光出口窓の真向かいに置かれ、該光出
口窓から短い空隙を隔てられている。図４Ａに示される実施例においては、発光ダイオー
ドＲ、Ｇ及びＢにより放たれる全ての光は光センシングプレート５を通るが、光センシン
グプレート５を通る光のごく一部のみ、表面改質構造２１及び２２において進路が変えら
れる。
【００３１】
　図４Ｂは、図４Ａに示される光センシングプレート５の上部断面図である。ここでは、
光センシングプレート５の２つの端面１５及び１６が、光センサ１１及び１２を備えてい
る。図４Ｂの例において、光センサ１１及び１２を備える２つの端面１５及び１６は、互
いに対して垂直に配設されている。これら光センサ１１及び１２は、光センシングプレー
トの所定位置に配設された表面改質構造２１及び２２からの進路が変えられた光を受ける
。
【００３２】
　本発明による照明システムは、単純で、比較的製造が易しく、比較的安価である。さら
に、本発明による照明システムは、ある所定の位置においてのみ光センシングプレートを
通る光の"成分(composition)"を精査することにより少なくとも１つの光源により放たれ
る光の比較的効率の良い制御を可能にする。
【００３３】
　上記の実施例は、本発明を限定するものではなく例示するものであり、当業者は、添付
されている特許請求の範囲から外れない多くの他の実施例を設計することが出来るであろ
うことに注意されたい。特許請求の範囲において、括弧内の如何なる参照符号も、特許請
求の範囲を限定するものとして解釈されるべきではない。「有する」という動詞及びその
語形変化の使用は、請求項内に記載されている要素又はステップ以外の要素又はステップ
の存在を除外しない。要素の単数形表記は、このような要素の複数の存在を除外しない。
本発明は、幾つかの別個の素子を有するハードウェア、及び適当にプログラムされたコン
ピュータによって実施され得る。幾つかの手段を列挙している装置クレームにおいては、
これらの手段の幾つかは、同一のハードウェア装置によって実施されてもよい。単に、或
る方策が、互いに異なる従属項において列挙されているという事実は、これらの方策の組
合せが有利に用いられ得ないことを示すものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、本発明による照明システムの一実施例の光センシングプレートの側面図
である。
【図２】図２は、本発明による照明システムの一実施例を含む照明器具の側面図である。
【図３】図３は、本発明による照明システムの他の実施例の断面図である。
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【図４Ａ】図４Ａは、本発明による照明システムを備える表示装置の側面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示される光センシングプレートの上部断面図である。

【図１】 【図２】



(9) JP 5490410 B2 2014.5.14

【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】



(10) JP 5490410 B2 2014.5.14

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  グライネル　ホルスト
            ドイツ連邦共和国　５２０６６　アーヘン　ヴァイスハウスストラッセ　２　フィリップス　イン
            テレクチュアル　プロパティ　アンド　スタンダーズ　ゲーエムベーハー

    合議体
    審判長  大熊　雄治
    審判官  平田　信勝
    審判官  小関　峰夫

(56)参考文献  特表平７－５０１８９６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－２１１４７（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１９９９６８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－３３０３８３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－４９０７４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F21V 23/00
              F21S  2/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

